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県政だより　第 011 号

（2）

　

○
パ
ワ
コ
ン
出
力　
　
　

一
二
○
kW

　

○
年
間
発
電
量
見
込
一
四
三
、
四
五
二
kW
ｈ

　

○
売
電
収
入
見
込　

五
一
六
万
円
／
年
税
別

　
　
　

但
し
、
売
電
単
価　

三
六
円
／
kW
税
別

　

○
設
備
投
資
額　
　

三
八
○
〇
万
円
税
別

　
　

内
訳　

設
備　
　

三
一
四
〇
万
円
税
別

　
　
　

工
事
費　
　
　
　

五
八
〇
万
円
税
別

　
　
　

東
北
電
力
調
査
費　

二
〇
万
円
税
別

　
　
　

東
北
電
力
負
担
金　

五
七
万
円
税
別

　

○
借
入
金　
　
　
　

三
六
○
〇
万
円

　

○
償
還
内
容　

一
五
年
償
還
、
一
年
据
置

　

○
元
金
均
等
償
還

当
初
一
五
年
間
の
収
支

　

○
平
均
年
間
経
費　
　

一
二
七
万
円
税
込

　

○
平
均
年
間
返
済
額　

二
六
四
万
円

　

○
平
均
年
間
利
益　
　

一
一
七
万
円
税
込

一
六
年
目
～
二
十
年
の
間
の
収
支

　

○
平
均
年
間
経
費　
　

一
○
三
万
円
税
込

　

○
平
均
年
間
返
済
額　
　
　
　

○
円

　

○
平
均
年
間
利
益　
　

四
○
七
万
円
税
込

二
一
年
以
降
は
、
固
定
価
格
買
取
保
証
期
間
が
終

了
し
ま
す
の
で
、
そ
の
時
点
で
の
電
力
市
場
価
格

に
な
り
ま
す
。
そ
の
頃
は
、
発
送
電
分
離
さ
れ
新

電
力（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）制
度
が
更
に
普
及
し
て
い
る
こ
と

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
返
済
期
間
を
一
○
年
に

す
る
と
、
一
○
年
間
の
収
支
魅
力
は
無
く
な
り
ま

す
が
、
今
で
あ
れ
ば
新
潟
県
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
補

助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
設

備
投
資
額
の
二
割
を
自
己
資
金
で
ま
か
な
え
ば
、

一
○
年
償
還
で
も
利
益
が
得
ら
れ
ま
す
。

当
初
一
○
年
間
の
収
支

　

○
平
均
年
間
経
費　
　

一
二
○
万
円
税
込

　

○
平
均
年
間
返
済
額　

三
五
○
万
円

　

○
平
均
年
間
利
益　
　
　

七
五
万
円
税
込

一
一
年
目
～
二
十
年
の
間
の
収
支

　

○
平
均
年
間
経
費　
　

一
○
三
万
円
税
込

　

○
平
均
年
間
返
済
額　
　
　
　

○
円

　

○
平
均
年
間
利
益　
　

四
一
四
万
円
税
込

二
一
年
以
降
は
、
同
様

※
今
年
度
の
買
取
単
価
は
三
二
円
／
kW
ｈ
税
別

　

経
産
省
は
市
場
の
設
備
コ
ス
ト
の
推
移
に
合
わ

せ
て
買
取
単
価
を
見
直
し
て
い
ま
す
。
常
に
良
好

な
収
支
と
な
る
設
備
コ
ス
ト
を
引
出
す
こ
と
が
重

要
で
す
の
で
、
必
要
で
あ
れ
ば
お
問
合
せ
下
さ

い
。

　
　

▪
新
た
な
所
得
に
つ
な
げ
る

　

二
ha
以
上
の
土
地
で
あ
れ
ば
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の

建
設
が
可
能
と
な
る
が
、
広
大
な
遊
休
地
を
持
つ

個
人
や
中
小
企
業
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
だ
が
、

一
反
と
か
数
反
程
度
の
遊
休
地
を
所
有
し
て
い
る

個
人
や
中
小
企
業
は
数
多
い
。
特
に
農
家
の
広
い

敷
地
や
耕
作
し
て
い
な
い
畑
な
ど
土
地
を
有
効
に

活
か
し
き
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
の
土

地
を
太
陽
光
発
電
事
業
で
利
用
す
る
こ
と
で
新
た

な
所
得
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
国
が
定
め
る
電

気
の
固
定
価
格
買
取
制
度
を
活
用
す
れ
ば
二
○
年

間
は
買
取
価
格
が
保
証
さ
れ
る
。

　

利
益
の
出
る
事
業
計
画
と
す
る
た
め
に
は
ポ
イ

ン
ト
が
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
を
抑
え
れ
ば
初
年
度
か

ら
利
益
を
だ
す
こ
と
が
出
来
る
。
利
益
の
出
る
事

業
計
画
が
示
せ
れ
ば
、
他
に
問
題
が
な
い
限
り
銀

行
の
融
資
は
受
け
ら
れ
る
は
ず
。
規
模
に
よ
っ
て

は
、
土
地
や
発
電
設
備
そ
の
も
の
を
担
保
に
す
れ

ば
よ
い
。

　
　

▪
遊
休
地
を
活
用
し
た
実
践
例

　

収
益
の
な
い
お
荷
物
に
な
っ
て
い
た
宅
地
を
利

用
し
て
、
全
量
売
電
方
式
に
よ
る
太
陽
光
発
電
事

業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
実
証
研
究
。

当
方
の
実
践
内
容
を
例
に
し
て
解
説
し
ま
す
。

　

○
土
地　
　
　

宅
地
約
二
一
○
○
㎡

　

○
パ
ネ
ル
発
電
容
量　
　

一
四
四
kW

太陽光発電事業の実践ポイント　遊休地利用型例

太陽光発電設備配置図例



（3）

県政だより　第 011 号 太陽光発電事業の実践ポイント　第一種農地利用型例

　
　

▪
農
家
の
所
得
向
上
を

　

農
家
は
大
変
で
厳
し
い
と
い
う
印
象
で
す
が
、

農
家
の
所
得
を
向
上
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

一
般
的
に
は
、
稲
作
の
大
規
模
化
や
、
複
合
営

農
、
加
工
販
売
な
ど
付
加
価
値
を
高
め
る
六
次
産

業
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
兼
業
農
家
と
し
て

お
勤
め
し
た
り
商
売
を
す
る
こ
と
も
そ
の
農
家
の

所
得
向
上
に
つ
な
が
る
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
農
家
は
先
祖
代
々
受
継
い
で
き
て
い

る
農
地
や
宅
地
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
産
を

活
か
さ
な
い
手
は
な
い
で
し
ょ
う
。
地
方
で
は
土

地
の
価
値
が
低
い
の
が
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
太
陽
光
発
電
事
業
は
、
土
地
価
格
の
高
い

都
市
部
に
は
向
き
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
地
方
の
今
ま

で
価
値
の
低
か
っ
た
土
地
の
ほ
う
が
有
利
な
の
で

す
。
太
陽
光
発
電
事
業
は
地
方
の
ビ
ジ
ネ
ス
と

言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

雪
国
で
は
太
陽
光
発
電
は
む
か
な
い
の
で
は
と

言
っ
た
先
入
観
は
不
要
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
を
抑
え

れ
ば
、
雪
国
型
ソ
ー
ラ
ー
で
関
東
地
区
と
遜
色
な

い
収
益
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
挑
戦
す
る
皆
さ
ん
の

所
得
は
確
実
に
向
上
し
ま
す
。

　
　

▪
建
設
事
業
実
施
の
手
順

一
、
用
地
を
選
定
し
て
建
設
費
見
積
り

二
、
経
産
省
に
設
備
認
定
申
請

三
、
電
力
会
社
に
系
統
連
携
検
討
依
頼

　
　
　
　
　
　
　

(

高
圧
連
携
の
場
合)

四
、
金
融
機
関
に
融
資
依
頼

五
、
融
資
決
定
後
、
契
約
発
注

六
、
建
設
工
事

七
、
完
成
後
、
電
力
検
査

八
、
連
携
稼
動

※
高
圧
連
携
と
は
発
電
出
力
が
五
〇
kW
以
上
の
設

備
を
い
う
。
五
〇
kW
未
満
の
設
備
は
低
圧
連
携

と
な
る
。
低
圧
連
携
時
は
、
電
力
会
社
へ
の
系

統
連
携
検
討
料
は
不
要
。

　
　

▪
農
地
活
用
に
よ
っ
て
は

　
　
　
　
　

    　
　
　

農
家
の
夢
が

　

農
林
水
産
省
で
は
、
農
地
法
で
定
め
る
第
一
種

農
地
に
は
、
全
量
買
取
制
度
の
太
陽
光
発
電
事
業

の
た
め
の
農
地
の
永
久
転
用
は
認
め
な
い
こ
と
を

本
年
四
月
に
通
達
し
ま
し
た
。
従
っ
て
第
一
種
農

地
で
太
陽
光
発
電
事
業
を
行
う
場
合
は
、
一
時
転

用
制
度
を
利
用
し
ま
す
。
第
二
種
、
第
三
種
農
地

は
、
条
件
に
よ
り
永
久
転
用
許
可
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　

一
時
転
用
制
度
と
は
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
架

台
の
柱
が
農
地
に
設
置
さ
れ
る
部
分
の
み
転
用
許

可
を
取
り
、
そ
れ
以
外
は
農
地
と
し
て
引
続
き
活

用
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
と
き
の
設
備
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
下
部

に
お
い
て
も
農
作
業
が
可
能
な
こ
と
や
、
架
台
の

柱
の
基
礎
構
造
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
で
は
な
く

簡
易
に
設
置
・
撤
去
が
で
き
る
方
式
と
し
、
発
電

容
量
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
作
付
け
品
種
は
問

わ
な
い
が
一
定
の
収
量
を
目
指
し
農
地
の
作
付
け

収
穫
に
よ
っ
て
農
地
を
活
用
す
る
こ
と
が
条
件
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
時
転
用
は
三
年
毎
の

更
新
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
作
業
は
多
少
手
間
が

か
か
り
ま
す
が
設
備
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
れ
ば

農
家
所
得
が
確
か
に
向
上
し
ま
す
。

容易に造れる太陽光発電所
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県政にかかわる問題は、いつでもお気軽に相談下さい。

県政だより　第 011　号

（4）

平成 26年度 6月補正予算と全一般質問の主な内容

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

○
人
口
問
題

○
中
山
間
地
域
の
人
口
・
農
業
政
策
に
つ
い
て

○
首
都
直
下
型
地
震
等
の
広
域
避
難
者
の
受
入

れ
に
つ
い
て

○
県
政
の
諸
課
題
に
つ
い
て

○
中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て

○
福
祉
問
題
に
つ
い
て

○
原
発
問
題
に
つ
い
て

○
労
働
問
題
に
つ
い
て

○
教
育
問
題
に
つ
い
て

○
新
潟
水
俣
病
問
題
に
つ
い
て

○
原
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
等
に
つ
い
て

○
交
通
政
策
に
つ
い
て

○
身
元
調
査
に
関
す
る
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
に
つ
い
て

○
規
制
改
革
会
議
の
農
業
改
革
に
つ
い
て

○
核
廃
棄
物
の
処
分
に
つ
い
て

○
県
立
中
高
一
貫
教
育
の
学
校
給
食
に
つ
い
て

○
佐
渡—

新
潟
線
運
航
休
止
と
県
の
対
応
に
つ

い
て

○
拉
致
問
題
に
つ
い
て

次
回
九
月
定
例
会
開
会
予
定
日

平
成
二
六
年
九
月
二
四
日
予
定

○
子
育
て
支
援
等
に
つ
い
て

○
聴
覚
障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
支
援

に
つ
い
て

○
本
県
の
行
政
職
員
の
あ
る
べ
き
姿
に

つ
い
て

○
県
央
基
幹
病
院
と
取
巻
く
医
療
体
制

に
つ
い
て

○
本
県
農
業
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
展

開
に
つ
い
て

○
治
水
対
策
に
つ
い
て

○
技
術
職
の
人
材
不
足
に
つ
い
て

○
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

○
特
定
地
域
の
人
口
問
題
に
つ
い
て

○
医
療
・
福
祉
問
題
に
つ
い
て

○
農
業
問
題
に
つ
い
て

○
社
会
資
本
整
備
に
つ
い
て

○
山
の
日
に
つ
い
て

○
教
育
問
題
に
つ
い
て

○
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

○
中
山
間
地
域
の
農
地
集
積
と
振
興
策

に
つ
い
て

○
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
等
の
対
策
に
つ
い

て
○
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
や
更
新
問
題

に
つ
い
て

○
観
光
施
策
に
つ
い
て

○
北
越
急
行
及
び
沿
線
の
振
興
策
に
つ

い
て

　主
な
内
容

産
業
労
働
観
光
部

○
戦
略
産
業
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業

農
林
水
産
部

○
悪
性
家
畜
伝
染
病
危
機
管
理
対
策
強
化

補
助
金

病
院
局

○
中
央
病
院
増
築
・
改
修
事
業

六
月
定
例
会
一
般
質
問
で
議
論
さ
れ
た

主
な
内
容

○
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

○
観
光
振
興
に
つ
い
て

○
農
林
漁
業
の
振
興
に
つ
い
て

○
高
齢
化
を
見
据
え
た
社
会
に
つ
い
て

○
上
越
の
諸
課
題
に
つ
い
て

○
公
共
事
業
予
算
に
つ
い
て

○
安
定
ヨ
ウ
素
剤
未
調
達
事
案
等
に
つ

い
て

○
治
安
対
策
に
つ
い
て

○
太
陽
光
発
電
の
利
用
に
つ
い
て

平
成
二
六
年
度
六
月
補
正
予
算

補
正
予
算
額 

一
一
六
百
万
円


